
子どもに永遠の能力を「引いて，発
はな

たず」 

                                 校長 川越 順郎 
   

  三学期は月日が過ぎるのは早く，先月「目標に向かって努力し，三学期の学年の締めくくりに取り組む

諏訪小の子どもたちを見守ってください」とお願いしましたが，１月は「行き」というように，もう２

月になってしまいました。 

  本校の子どもたちは，寒い中でも，朝から校庭でのかけ足や各行事，平常の授業に一生懸命

取り組んでいます。このような教育活動を展開できるのは，保護者の方々や地域の方々をはじ

め多くの方々の指導・助言や支援，見守り等のおかげと，感謝申し上げます。ありがとうござ

います。 

 「引いて，発たず」は，紀元前３世紀頃の中国の思想家孟子が残した言葉とされています。子

どもに矢の射り方を教える時は，矢の引き方までは教えても（引いて），その矢を放つところ

までは見せてはならない（発たず）という意味です。教育に当てはめるとするならば，方法は

教えても最後は自分の考えをもたせて自らの考えで実行させる。子どもの全てを手取る過保護

や過干渉を戒めていると捉えることができます。 

  子どもたちが取り組んでいる日々の様々な活動に置き換えると，一生懸命新しいことに挑戦

している子どもたちを担任の先生は根気強く指導します。友達との励まし合いなどで，誰の手

も借りずにできる一歩手前まで来てから，何回・何十回とチャレンジしても，乗り越えること

ができない壁が表れます。それでも，くじけそうになる気持ちに打ち勝ちながら，もう一回・

もう一回と努力を重ね，その努力が実り，ついに壁を乗り越えることができます。その時，「つ

いにできたぞ」「わあ，一人でできるようになった」と，喜びをかみしめながら，達成感に浸

ることができ，さらに周りの祝福からできたことへの喜びが増します。そして，その時に身に

付けたものは将来いつまでも身についている能力へとなっていきます。幼い頃，自転車に乗れ

ずに後ろをもってもらい最後は自分自身の力で乗れるようになった経験はないでしょうか？

その時に身に付けた自転車に乗れるようになった技術は，日頃は自転車に乗っていなくても，

たまに自転車に乗った時に，その技術は発揮され，何事もなく乗ることができます。これらは，

まさに「引いて，発たず」の如く，自転車乗りの方法を教え，練習の手助けをしながらも，「こ

こから先は，自分で乗り越えなさい」と，あえて直接関わらずに，子どもを見守った教育の賜

ではないかと思います。 

  これは，授業でも同じことが言えます。先生方は「子どもたちが解決に向けて思考・判断・

表現する授業」に日々努めています。それは，単に子どもたちに知識を積ませ，学習内容を理

解させるだけの学習活動ではなく，具体的な操作活動や念頭操作活動や子ども同士の学び合い

等を基に，子どもたちの「自ら考える力」を伸ばしていきます。「一から十まで，教える」の

も難しいことですが，それ以上に，「教えたい気持ちを抑えて，本人の努力による伸びを待つ」

ことは難しいことです。 

  これからも学校では，子どもたちの発達段階や実態に応じて「引いて」ぐっ 

とこらえる場面を増やし，自ら壁を乗り越え達成感を味わい，生涯永遠に生か 

せる能力を身に付けさせてあげたいと思います。保護者の方々や地域の方々に 

よる見守りをこれからもよろしくお願いいたします。胸の内に「引いて，発た 

ず」を秘めて・・・・           

 学校だより「笑顔・歌声・夢・花いっぱい」 

     輝け諏訪の子        ＜ブログはここ＞ 

  曽於市立諏訪小学校 令和５年２月 Ｎｏ.１０   http://www12.synapse.ne.jp/suwa-es/ 



 
 

 
 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

    

                        

                        

                        

                        

                         
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 月１６･１７日に校内書き初め大会を行い
ました。深川で書道塾を開いている福元先生に
御指導いただきました。どの子も一年の決意を
込めた元気のよい字を書いていました。 

 2 月 1 日，来年度入学予 
定の子どもたちの体験入学 
がありました。来年度の入 
学予定児童は 3 名。4 月の 
入学を楽しみにしています。 

 1 月 25日末吉茶業協会の方がおいでくださ
り，お茶のおいしい入れ方について 5･6 年生
に教えてくださいました。カテキンは風邪予防
になるそうです。ぜひ，一服どうですか。 

 2 月１０日，今年度の体育学習の成果発表
会「スワリンピック」を実施しました。児童
会が中心となって，進行しました。短縄，フ
ラフープの個人競技と学級全員で取り組む
長縄。どの子も精一杯頑張りました。 

掲載おめでとう 
南日本新聞 
1 月 19 日「子供のうた」 

２年 久保 銀士  

1 月 25 日「子ども 5･7･GO」 

5 年 平川 凱理 

 

  

 1 月 20 日に 1 年生，26 日に 2 年生
と 3 年生が，財部給食センターの福留先
生から正しい食事のマナーや栄養につい
て教えていただきました。人に良いと書
いて食。おいしくいただきましょう。 

 

16 日(木)さんぺい号 

     選挙の出前授業(5･6 年) 

24 日(金)学習発表会 学級 PTA 

        学校保健委員会 

２月後半行事予

定 
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2 日(木)さんぺい号 

  3 日(金)お別れ遠足 

   16 日(木)さんぺい号 

   23 日(木)卒業式 

   24 日(金)修了式・辞任式 

※行事は都合により変更になる場合があ
ります。あらかじめ御了承ください。 


